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平
成
ノ
大
造
営

大
祭
斎
行

一
年
に
一
度
、
三
女
神
が
御
揃
い
に
な
り
、
御
神
威
新
た
に
斎

行
さ
れ
る
秋
季
大
祭
。
昨
年
に
続
き
仮
本
殿
に
特
設
舞
台
を

設
置
し
て
行
う
異
例
の
形
式
で
は
あ
っ
た
が
、
概
ね
好
天
に
恵

ま
れ
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
日
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
、

夜
間
ま
で
拍
手
の
音
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
響
い
て
い
た
。

I
I一
疇n
-霞
日
―
み
あ
れ
祭
（
海
上
・
陸
上
神
幸
）
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
奏

午
前
八
時
半
、
大
島
・
中
津
宮
に
て
出
御
祭
を
斎
行
。
沖

津
宮
と
中
津
宮
の
御
神
璽
を
神
輿
に
奉
安
し
、
大
島
小
学
校

鼓
笛
隊
の
先
導
の
も
と
大
島
港
ま
で
陸
上
神
幸
が
行
わ
れ
、

沖
・
中
両
宮
の
神
輿
を
御
座

船
に
お
載
せ
し
た
。

午
前
九
時
二
十
分
、
大
島

港
を
出
港
。
波
切
御
幣
・
御

長
手
（
紅
白
の
吹
流
し
）
・
大

漁
旗
で
飾
ら
れ
た
約
九
十
隻

の
漁
船
が
二
隻
の
御
座
船
に
続

い
て
、
船
団
を
成
形
、
台
風
の

余
波
で
う
ね
り
が
残
り
波
立

つ
中
、
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら

会百

♦
宗
像

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
間
叩
[
』
_

服
が
恭
し
く
神
前
に
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
の

献
茶
祭
は
昭
和
三
十
七
年
よ
り
出
光
興
産

創
業
者
出
光
佐
三
氏
の
御
尽
力
に
よ
り
始

ま
り
、
毎
年
出
光
家
の
奉
納
に
よ
り
斎
行

さ
れ
て
い
る
烹
余
の
道
を
志
す
方
々
に
と
っ

て
は
御
家
元
の
御
点
前
を
問
近
で
拝
せ
る

待
望
の
神
事
で
も
あ
り
、
そ
の
淀
み
な
い
清

ら
か
な
御
点
前
の
一
挙
手
を
見
逃
す
ま
い

と
す
る
同
門
下
多
数
の
参
列
者
は
緊
張
感

さ
え
も
伴
う
真
剣
な
眼
差
し
で
拝
し
、
境

内
に
は
静
寂
の
時
が
流
れ
た
烹
余
道
と
い
え

ば
仏
教
・
禅
宗
と
の
深
い
関
わ
り
が
連
想
さ

れ
る
が
、
神
道
に
通
ず
る
面
も
多
分
に
感

じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
茶
・
華
・
剣
等
「
道
」
と

つ
く
日
本
の
伝
統
文
化
は
日
本
人
と
し
て

の
生
き
方
、
考
え
方
に
も
通
じ
、
巳
本
人
と

神
道
の
関
係
性
と
も
い
え
る
。
▼
神
道
も

教
え
で
な
く
「
道
」
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷

と
共
に
仏
教
等
様
々
な
も
の
を
受
入
れ
融

和
し
な
が
ら
育
ま
れ
た
日
本
人
そ
し
て
神

道
の
生
き
方
・
考
え
方
の
多
様
性
そ
の
も
の

と
し
て
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
て
儀
礼
と
し

て
大
変
に
細
や
か
な
作
法
を
淀
み
な
く
奉

仕
さ
れ
た
御
家
元
の
姿
は
、
茶
を
献
ず
る

そ
の
真
心
ま
で
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
神
道
と

は
「
誠
の
心
」
と
説
か
れ
る
事
も
あ
る
。
我
々

が
そ
れ
を
表
す
と
す
る
な
ら
ば
奉
仕
す
る

姿
、
祭
典
に
お
け
る
作
法
の
厳
修
で
し
か

な
い
。
今
回
の
御
家
元
の
ご
奉
仕
を
拝
し
、

こ
れ
か
ら
の
奉
仕
に
活
を
も
頂
い
た
。
（
長
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大
船
団
が
勇
壮
に
神
幸
し
た
。
一
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
後
こ
烏
神
事
の
奉
納
が
あ
り
、
馬
上
の
[

ョ
海
上
神
幸
は
一
時
間
を
掛
け
こ
に
は
各
御
座
船
奉
仕
者
、
ま
た
二
射
手
が
地
上
七
メ
ー
ト
ル
の
的
に
一

土
神
湊
港
沖
に
到
着
す
る
と
、
各
こ
海
洋
神
事
奉
賛
会
前
会
長
の
権
二
回
け
、
次
々
と
矢
を
射
る
と
参
拝
一

曜1

供
奉
船
が
停
船
し
た
御
座
船
を
二
田
仁
八
郎
氏
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
]
白
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一

1

周
回
し
、
宗
像
七
浦
の
各
母
港
へ
」
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
一
午
前
十
一
時
か
ら
の
例
大
祭
一

年
と
帰
還
し
た
。
一
頓
宮
か
ら
は
神
湊
市
街
地
を
二

C

は
福
岡
県
神
社
庁
宗
像
支
部
一

成
沖
・
中
二
隻
の
御
座
船
は
、
辺
二
陸
上
神
幸
、
地
元
氏
子
住
民
や
二
り
神
職
奉
幣
使
、
宮
地
嶽
神
社
一

津
宮
の
御
神
璽
が
待
機
す
る
神
二
玄
海
中
学
校
男
子
生
徒
が
神
輿
二
献
幣
使
、
氏
子
奉
幣
使
に
も
ご
一

平

湊
港
へ
入
港
、
一
年
ぶ
り
に
お
揃
を
担
ぎ
、
同
女
子
生
徒
は
巫
女
」
参
向
い
た
だ
き
斎
行
。
喜
多
流
・
一

い
に
な
ら
れ
た
三
女
神
を
載
せ
一
装
束
に
て
後
従
を
奉
仕
し
、
同
こ
梅
津
忠
弘
師
同
門
下
の
奉
仕
に
一

た
三
基
の
神
輿
は
高
台
に
あ
る
丁
小
学
校
の
児
童
も
稚
児
衣
装
に
：
よ
り
「
翁
舞
」
も
奉
奏
さ
れ
た
。
一

像
頓
宮
（
御
旅
所
）
へ
と
進
み
、
頓
二
し
紅
白
の
吹
流
し
を
捧
持
す
る
一
皿
＂
“
＝
日
三
国
ー
·
『
[
[

＇
，
な
ど
し
て
古
雅
な
姿
の
御
神
支
浦
安
舞
奉
奏

[
―
か
[
[
い
い
い
前
の
御
駐
贅
所
斎
f
t

o則
』
[
[
い
汀

で
御
神
璽
は
御
座
車
に
移
さ
れ
、
二
丁
生
徒
四
名
に
よ
る
浦
安
舞
が
一

宗

白
バ
イ
に
先
導
の
も
と
辺
津
宮
へ
二
奉
納
さ
れ
、
十
二
単
を
身
に
纏
っ
一

と
御
神
幸
。
多
く
の
参
拝
者
に
迎
一
た
舞
姫
の
姿
は
多
く
の
参
拝
者
[

え
ら
れ
仮
本
殿
へ
と
入
御
し
、
秋
：
蕊
胚
了
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
奉
~

発

季
大
祭
一
日
祭
を
斎
行
。
高
向
一
仕
神
職
は
高
宮
、
第
二
宮
・
第
三

毎
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
主
基
二
呂
、
宗
像
護
国
神
社
の
各
祭
場
に

地
方
風
俗
舞
が
厳
か
に
奉
奏
さ
一
別
れ
、
秋
祭
り
を
斎
行
し
た
。

便
れ
、
恙
無
く
祭
典
は
終
了
し
た
。
一
午
後
二
時
か
ら
は
南
坊
流
・

郵種
●

“
5曰
〇
曰
＿
·
＝
日
ロ
・
ニ
―
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗
芳
氏
以

流
鏑
馬
神
事
、
翁
舞
奉
奏
二
上
同
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
が
斎

第

二
日
は
曇
天
の
中
、
午
前
八
時
一
行
さ
れ
、
見
事
な
御
点
前
が
披

号
一

第
『
か
ら
神
門
前
の
馬
場
道
で
流
鏑
]
蹄
さ
れ
た
。

1 主なる奉仕者御芳名（敬称略・祭典の順） I 

宗
像
大
社
氏
子
会

◎
海
上
神
幸
奉
仕
一
◆
御
長
手
棒
持
・
提
灯
行
列

海
洋
神
事
奉
賛
会
（
会
長
・
中
村
忠
彦
）
i
玄
海
小
・
中
学
校
生

◆
沖
津
宮
御
座
船
第
二
士
二
蛭
子
丸
一
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

（
鐘
崎
）
船
長
権
田
竜
也
i
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会

◆
中
津
宮
御
座
船
福
吉
丸
一
津
加
計
志
神
社
総
代
、
宗
像
・
沖
ノ
島
世

（
大
島
）
船
長
福
崎
真
二
i
界
遺
産
市
民
の
会
、
玄
海
地
区
交
通
安
全

◆
沖
津
宮
先
導
船
第
二
健
栄
丸
]
協
会
、
神
湊
盆
踊
り
保
存
会
、
宗
像
市
消

（
神
湊
）
船
長
三
苫
英
了
一
防
団
、
宗
像
市
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

◆
中
津
宮
先
導
船
幸
福
丸
二
◎
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕

（
福
間
）
船
長
広
渡
和
幸
一
〈
舞
方
〉
清
水
陽
介
、
松
井
徳
一
郎

◆
花
火
船
生
漁
丸
~
松
井
実
、
森
勝
紀

（
大
島
）
船
長
上
野
美
実
一
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
菊
本
兼
二

◆
報
道
船
み
た
け
i
永
島
卓
爾
、
中
野
久
志

（
大
島
）
船
長
遠
藤
英
樹
ご
己
流
鏑
馬
神
事
奉
仕

~
世
話
役
宮
木
貞
彦

~
奉
仕
者
員
武
孝
行
、
河
野
暁

~
高
瀬
秀
平

二
◎
氏
子
奉
幣
使

i
城
野
正
雄
（
福
津
市
）

二
◎
翁
舞
奉
仕

~
喜
多
流
梅
津
忠
弘
師
以
下
同
門
下
中

二
と
浦
安
舞
奉
仕

i
岩
佐
静
音
、
中
野
日
夢

i
白
石
愛
美
、
中
野
友
梨
奈

二
◎
献
茶
祭
奉
仕

i
南
坊
流
・
ニ
代
洗
心
庵
．

i
瀧
口
宗
芳
同
社
中

二
呈
局
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

一
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

◎
陸
上
神
幸
奉
仕

◆
御
座
車

西
久
大
運
輸
倉
庫
ぼ

個
新
出
光

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

宗
像
観
光
協
会

◆
先
導
車

宗
像
観
光
協
会

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

宗
像
市
消
防
団
第
十
＿
分
団

◆
供
奉
車

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

◆
大
島
鼓
笛
隊
奉
仕

大
島
小
学
校
児
童
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事祭温久仕昨奈威事 当＝
にを習舞に年備の斎午大翌

□ 9 よ麦合喜塁冒悶臭菖色
息誓臭;;盃喜嘉冒暁仔員
、に社—さ府祭念し秋合芭
浄相巫年れ天揚す、季悠
闇応女をて満与る更大笈
靡どが、靡悶麿胃喜怠胃塁
場見大て悠奉。神神無奏

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
厚頂大
くいこ祭
御たこが
礼皆に盛
申様秋大
し方季に

寺髯互夏
ま面巴閉
内霞御g
っ奉。
て仕

」
参
拝
さ
れ
た
。
：
り
、
二
日
祭
、
秋
季
大
祭
を
締
め

一
親
日
家
と
し
て
知
ら
れ
る
同
〗
括
る
高
宮
神
奈
備
祭
と
三
日
間

剛
白
[
`
[
]
]
`
`
`
]

十
月
一
ー
三
日
の
秋
季
大
祭
：
る
』
（
小
学
館
刊
）
を
上
梓
さ
れ
、
云
祭
典
参
列
後
に
は
、
宗
像
市
の

に
、
駐
日
大
使
一
五
三
カ
国
の
二
平
年
六
月
に
は
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和

□
加
東
中
学
校
で
講
演
を
行
う
な

代
表
で
あ
る
駐
日
外
交
団
長
二
国
に
神
社
を
建
立
す
る
等
の
活
口
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
た
。

サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
特
命
全
権
二
動
を
さ
れ
て
い
る
。
一
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

大
使
マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
氏
が
[
-
日
の
み
あ
れ
祭
か
ら
始
ま
：
り
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
祭
斎
行

丁
を
奏
上
。
島
内
を
代
表
し
、
奉

]
幣
使
と
し
て
沖
西
豊
幸
氏
が
奉

]
幣
詞
を
奏
上
さ
れ
、
巫
女
が
神
楽

去
る
十
月
七
・
八
日
の
両
日
に
こ
演
芸
の
奉
納
も
あ
り
、
毎
年
大
二
浦
安
の
舞
」
を
奉
奏
し
、
祭
典

亘
り
、
筑
前
大
島
に
於
い
て
沖
一
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
こ
ほ
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。

津
宮
・
中
津
宮
の
秋
季
大
祭
が
一
七
日
、
早
朝
よ
り
晴
天
に
恵
一
午
後
一
時
三
十
分
、
恒
例
の

厳
粛
且
つ
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
。
こ
ま
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
二
奉
納
演
芸
大
会
」
が
開
催
。
趣

こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
九
月
]
異
賛
会
、
同
敬
神
婦
人
部
の
皆
二
回
を
凝
ら
し
た
、
舞
踊
・
ダ
ン

十
五
日
に
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
」
様
の
ご
奉
仕
に
よ
り
社
殿
や
境
：
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
劇
等
が
披
露
さ

島
民
の
多
く
が
漁
業
従
事
者
で
二
臼
の
装
飾
、
奉
納
演
芸
大
会
の
：
れ
、
そ
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
に

あ
る
大
島
は
漁
止
め
と
な
り
‘
]
舞
台
が
立
派
に
設
営
さ
れ
、
祭
」
飛
入
り
参
加
も
続
き
、
清
々
し

島
全
体
を
挙
げ
て
の
大
祭
と
な
っ
」
典
斎
行
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

□
い
秋
の
境
内
は
神
人
和
楽
の
笑

て
い
る
。
ま
た
、
神
賑
行
事
と
し
丁
た
。
午
後
四
時
に
地
主
祭
、
同
□
い
と
歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
た
。

て
島
内
の
各
地
区
・
団
体
よ
り
二
耳
時
、
沖
・
中
両
宮
の
宵
宮
祭
一
尚
、
大
祭
準
備
に
連
日
御
奉

が
沖
津
宮
遥
拝
所
と
中
津
宮
本
：
仕
頂
き
ま
し
た
沖
・
中
両
宮
奉

殿
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
二
賀
会
（
会
長
1
1

沖
西
敏
明
氏
）
、

翌
八
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
」
同
翼
賛
会
（
会
長
1
1

遠
藤
三
保

の
下
、
沖
津
宮
遥
拝
所
に
て
沖
こ
氏
）
、
同
敬
神
婦
人
部
（
部
長

1
1

津
宮
秋
季
大
祭
、
大
島
の
最
高
二
河
辺
恒
子
氏
）
の
皆
様
に
は
、
心

峰
御
嶽
山
に
鎮
座
す
る
御
嶽
神
：
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
に
て
秋
祭
、
宮
崎
地
区
で
厳

島
神
社
祭
が
其
々
斎
行
さ
れ
た
。

午
前
十
一
時
、
地
元
島
民
を

始
め
島
外
よ
り
の
篤
信
者
多
数

参
列
の
も
と
、
中
津
宮
秋
季
大

祭
を
斎
行
。
高
向
宮
司
が
国
家
・

皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞



東
京
・
出
光
美
術
館

「
宗
像
大
社
国
宝
展
」
が
盛
会
裡
に
閉
幕

S

延
べ
四
七
、
二
八
二
名
が
来
館s

と
な
っ
た
。

4

]

 日
八
月
二
十
三
日
に
は
、
パ
レ

土
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
て
福
岡
県

曜
『日

〔
等
が
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

1
f
 

1
{
P
R

の
た
め
有
識
者
一
0
0

月
[1

`
 

生
宗
像
の
悠
久
の
歴
史
を
広
く
ニ
口
、
盛
会
裡
に
閉
幕
し
た
。
：
名
を
招
い
た
交
流
会
が
開
催
さ

6
t
 

2~ 
成
紹
介
す
る
た
め
、
古
代
か
ら
近
：
八
月
十
六
日
よ
り
始
ま
っ
た
：
れ
、
九
月
三
日
に
は
、
出
光
美
術

5

世
ま
で
の
重
要
な
神
宝
を
は
じ
」
特
別
展
に
は
約
ニ
ヶ
月
で
、
こ
館
水
曜
講
演
会
「
古
代
沖
ノ
島

平

[
め
‘
伊
勢
神
宮
や
当
大
社
と
関
孟
四
七
、
二
八
二
名
の
予
想
を
遥
か
」
祭
祀
に
つ
い
て
」
（
福
嶋
学
芸
員
）

｝
わ
り
あ
る
美
術
館
、
博
物
館
の
こ
た
士
回
る
方
々
が
来
館
さ
れ
、
全
こ
に
一
六
九
名
の
参
加
を
戴
い
た
。

」
貴
重
な
品
々
‘
1
0
六
件
を
展
示
一
国
規
模
で
宗
像
の
こ
と
を
深
く
一
各
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
つ
い
て
は
、

象
i
し
た
「
宗
像
大
社
国
宝
展
」
（
東
一
理
解
し
て
戴
く
機
会
と
な
っ
た
。
こ
籾
聞
各
社
が
紹
介
記
事
、
展
示

京
・
出
光
美
術
館
）
が
十
月
十
三
：
皇
太
子
殿
下
に
は
昨
年
七
月
四
こ
作
品
の
特
集
、
沖
ノ
島
に
関
わ

A

｛
一

T

]

 防
日
の
御
参
拝
に
続
き
、
：
る
対
談
な
ど
を
掲
載
。
雑
誌
出

A

{

 U
N一
九
月
二
十
二
日
に
は
展
二
版
社
に
お
い
て
は
企
画
特
集
な

M
-

覧
会
の
行
啓
を
賜
っ
た
こ
と
が
組
ま
れ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

愈

こ
と
は
、
喜
び
に
堪
え
一
番
組
で
の
報
道
も
あ
り
、
各
メ

t
 

な
い
記
念
す
べ
き
こ
と
一
デ
ィ
ア
か
ら
の
趣
向
を
凝
ら
し

行
f

r

｀
二
た
発
信
に
よ
り
、
東
京
を
中
心

)

f

 

発
A
戸
｀
と
し
た
地
域
の
方
々
に
も
宗
像

:`— 
毎
i

d

の
歴
史
や
神
道
の
奥
深
さ
を
知
っ

月
[
.

許
]
て
戴
く
機
会
と
も
な
っ
た
。

可
一

物
[
便
i
神
宮
司
庁
を
は
じ
め
関
係
機

t
 

郵
t
]

種
5

関
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

三
5
-

（
る
と
共
に
、
出
光
美
術
館
の
格

第
｀

号
i
5
一
別
な
る
ご
配
慮
に
厚
く
感
謝
申

4
p
 

6
i
`
 

第
〖
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一出
光
興
産
株
式
会
社
人
事
部
教
育
課

中
堅
社
員
研
修
所
感

過
去
最
多
、
四
十
九
名
が
参
加

去
る
十
月
九
ー
十
二
日
ま
で

の
四
日
間
、
第
十
九
回
中
堅

社
員
研
修
の
宗
像
大
社
研
修

を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
研
修
に
は
、
国
内
事
業
所
の

社
員
四
十
五
名
、
ド
ー
ハ
、
タ

イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
駐
在
社
員
四
名
の
総

勢
四
十
九
名
と
い
う
過
去
最

多
人
数
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。本

研
修
は
、
出
光
興
産
の

将
来
を
担
う
中
堅
社
員
に
「
行
動

□体
験
を
通
じ
て
創
業
者
で
あ
る

の
土
台
と
な
る
生
き
方
、
考
え
方
二
店
主
・
出
光
佐
三
が
多
大
な
影
響

の
基
軸
を
形
成
し
て
も
ら
う
」
こ
：
を
受
け
、
経
営
の
原
点
と
し
た
日

と
を
目
的
に
実
施
す
る
中
堅
社
員
丁
本
の
伝
統
文
化
を
体
感
し
て
店

一
次
研
修
の
一
環
と
し
て
、
宗
像
こ
土
の
思
い
、
ひ
い
て
は
、
出
光
興

大
社
に
お
い
て
日
常
生
活
と
離
れ
；
産
の
原
点
を
感
じ
と
る
こ
と
」
の

た
神
域
に
身
を
置
き
合
宿
生
活
ニ
―
つ
を
目
的
に
継
続
実
施
し
て
い

を
行
う
中
で
、
「
自
己
の
感
性
を
：
る
も
の
で
す
。

高
め
る
と
共
に
改
め
て
自
分
の
生
一
研
修
開
始
に
あ
た
り
、
宗
像

き
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
」
、
「
実
丁
大
社
で
研
修
を
さ
せ
て
頂
く
こ



日
：
と
を
御
祭
神
様
に
奉
告
し
、
研
修
一
こ
と
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
る
は
]
焉
す
き
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
を
i

曜
｝

主
が
実
り
多
き
も
の
に
な
る
こ
と
を
：
ず
で
す
。
店
主
が
大
切
に
さ
れ
た
]
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
一

日
i1
i
祈
願
す
る
研
修
開
始
奉
告
祭
を
二
示
像
の
地
で
、
店
主
の
生
き
た
創
一
研
修
生
か
ら
の
「
神
道
に
つ
い
[

月

5

1
1
i
仮
本
殿
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
そ
一
業
時
か
ら
の
時
間
軸
を
意
識
し
こ
J
祭
式
作
法
か
ら
始
ま
り
、
楔
、
[

6
一
の
後
、
高
向
宮
司
か
ら
「
当
大
社
二
J
出
光
の
あ
り
方
の
原
点
を
感
じ
二
鎮
魂
等
今
ま
で
の
人
生
で
触
れ
る
一

年
｛

2
ri

 

毘
で
の
研
修
は
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
こ
取
る
と
共
に
、
今
後
に
活
き
る
多
一
こ
と
の
な
か
っ
た
貴
重
な
体
験
が
一

平
一i

人
生
に
お
い
て
二
度
と
経
験
す
る
丁
く
の
気
つ
き
を
得
て
頂
け
れ
ば
幸
二

c

き
、
ま
た
、
神
道
の
考
え
方
を
一

い
で
す
。
」
と
御
講
話
□
体
系
立
て
て
学
ぶ
中
で
店
主
の
言
一

を
頂
き
ま
し
た
。
二
棠
、
出
光
の
社
風
な
ど
に
つ
い
て
一

今
年
は
、
昨
年
と
こ
目
分
の
考
え
方
を
深
掘
り
で
き
一

象
同
様
、
三
泊
四
日
の
こ
に
。
」
「
出
光
の
根
幹
に
あ
る
我
々
~

日
程
で
、
神
職
の
方
々
二
日
本
人
が
守
り
継
承
し
て
き
た

K

の
ご
指
導
の
下
、
白
二
日
本
人
の
こ
こ
ろ
』
を
神
道
へ
の

ATA-
A
.
 

M
U
N
一
衣
、
白
袴
の
着
付
け
二
埋
解
を
通
じ
て
体
感
し
学
ぶ
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
日
々
二
か
で
き
ま
し
た
。
」
と
い
う
感
想

宗

の
朝
拝
、
鎮
魂
の
他
、
口
か
寄
せ
ら
れ
、
日
々
の
業
務
か
ら

1
-

神
社
祭
式
作
法
、
第
離
れ
て
神
道
を
通
じ
て
自
己
、
出

嗣
―
ニ
・
三
宮
・
高
宮
参
一
光
興
産
、
日
本
を
改
め
て
見
つ
め

可
i竺
拝
、
海
で
の
楔
錬
成
、
一
直
す
と
い
う
当
初
の
目
的
は
十
分

便
―
i
通
i
大
島
渡
島
（
中
津
宮
、
一
に
達
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

郵
｛

沖
津
宮
遥
拝
所
・
御
一
研
修
生
に
対
し
て
懇
切
丁
寧

第
一

嶽
神
社
参
拝
）
、
葦
津
：
な
ご
指
導
を
し
て
頂
い
た
宗
像

権
宮
司
講
話
（
生
き
了
大
社
殿
の
皆
様
に
は
心
よ
り
御

い
一
っ
づ
け
る
神
道
と
心
：
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
宗

4
i
と
か
た
ち
）
、
神
職
の
こ
像
大
社
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
お
祈

5
-

6
a
 

自
方
々
と
の
討
議
・
店
一
り
申
し
上
げ
、
研
修
の
所
感
と
さ

主
の
好
物
で
あ
っ
た
：
せ
て
頂
き
ま
す
。

5
 

七五三詣の
ご案内

·劃四釦】-

ご無宗
加事像
護に大
を成神
祈長様
願出に
す来生
るたを
人こ受
生とけ
儀をて
礼感か
で謝ら
すし今
°将日
来ま
ので

◆年齢 3歳の男女児、
5歳の男児、 7歳の女児
◆期間 1 1 月末迄
◆初穂料 1 人 5,000円
◆授与品
御守、御幣、千歳飴

西日本菊花大会
のこ‘案内

毎年、 1 1 月 1 日から開催される

菊花展。九州各県、山口の菊花

愛好家から出品された様々な菊

の花約3000鉢が境内に展示さ

れ、西日本一の規模を誇ります。

◆会期
平成26年
11 月 1 日（土）～ 23 日（日）
◆時間終日
◆会場宗像大社境内
◆拝観料無料

• 9 ふ心］に

ほか ` 



第645号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行）
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本殿鬼板と棟木。鬼板は銅版を施しており、棟木

は前回解体工事の際に取替えられたものです。

=-—-—-99 4 

"·—-~ 
防災施設事業に対し、文化庁調査官

（右から2人目）の現地指導がありました。

宗 MUNAKATA 材し

皆様から奉納して頂きました「さわら板」にて葺いてい
ます。（渡殿•本殿と拝殿の間）

平成26年 11 月 1 日土曜日 6
 

漆の下地調整中です。（本殿）

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

遷
座
祭
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
ヶ
月
程
と
な
り
ま
し
た
。

塗
装
作
業
並
び
に
渡
殿
修
復
作
業
は
ま
だ
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
い
よ
い
よ
今
月
四
日
か
ら
は
本
殿
・
拝
殿
を
覆
っ
て
い

た
素
屋
根
の
解
体
が
は
じ
ま
り
、
美
し
く
葺
き
終
え
た
屋
根

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

造
営
日
記
⑫

"
-
u
:

t
t
t

E
B炉闘
闘
一
戸
闘
謡

5
[

五
、0
0
0
、
0
0
0
円
ー
ニ

0
、
0
0
0

円
一
世
田
谷
区
橋
本
圭
司
一
太
子
町
川
西
佳
子

港
区
ー
福
岡
市
福
田
伸
孝
一
宝
塚
市
川
田
敬
一
一
太
宰
府
市
吉
村
知
紘

A
N
A

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
卸
一
宮
若
市
安
永
治
允
一
築
城
町
吉
川
秀
樹
一
津
久
見
市
堅
田
兼
責

二
、0
0
0
、
0
0
0
円
―

1
0
、
0
0
0

円
ー
富
谷
町
日
地
谷
聡
＿
徳
島
市
山
口
温
子

宮
若
市
―
茨
木
市
占
部
博
一
奈
良
市
矢
野
朋
子
＿
長
崎
市
安
田
加
代
子

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
卸
―
宇
美
町
池
尻
英
一
・
和
生
一
阪
南
市
山
中
富
士
夫
＿
福
岡
市
坂
口
秀
雄

福
岡
市
卸
サ
ニ
ッ
ク
ス
ー
大
津
町
池
浦
秀
隆
―
光
市
高
村
伝
一
福
岡
市
白
石
裕
人
・
成
美

一
、
五0
0
、
0
0
0

円
―
北
九
州
市
本
田
淳
子
―
福
岡
市
林
雄
治
一
福
岡
市
（
株
）
ウ
ィ
ル
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

福
岡
市
一
国
立
市
冨
澤
龍
一
＿
松
戸
市
樋
口
俊
文
一
渭
田
勝
彦

第
一
交
通
産
業
（
株
）
一
台
東
区
石
田
美
智
代
一
宗
像
市
権
田
一
明
ー
福
島
市
小
黒
康
子

五
0
0
、

0
0
0

円
一
土
佐
市
藤
原
麻
弥
ー
四
、

0
0
0

円
一
福
島
市
宮
崎
美
子

宗
像
市
一
萩
市
小
祝
敦
一
松
山
市
松
田
光
一
舞
鶴
市
畑
野
幸
子

医
療
法
人
安
増
歯
科
医
院
一
曳
野
市
谷
口
商
事
（
株
）
一
三
、
0
0
0
円
一
松
浦
市
ク
オ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

宗
像
市
一
谷
口
勝
一
板
橋
区
藤
田
雅
也
一
小
形
忍

宗
像
農
業
協
同
組
合
一
福
岡
市
小
須
田
全
伊
ー
大
野
城
市
石
松
景
直
子
一
松
戸
市
島
村
公
子

三
0
0
、
0
0
0

円
ー
福
岡
市
林
田
智
子
ー
大
野
城
市
石
松
顕
ー
岬
町
大
野
恵
美
子

北
九
州
市
ー
福
島
市
菊
池
全
ー
大
野
城
市
藤
田
啓
一
郎
一
宗
像
市
高
見
寿
美
人

福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
―
福
島
市
渡
邊
和
子
一
岡
垣
町
安
永
剛
—
宗
像
市
柴
村
和
廣

1
0
0

、

0
0
0

円
―
宗
像
市
合
屋
猛
敏
一
徳
島
市
山
口
幸
子
―
八
代
市
三
好
律
子

北
九
州
市
森
川
満
＿
宗
像
市
伊
豆
幸
次
―
名
古
屋
市
山
本
恒
久
＿
山
鹿
市
山
本
健
三

筑
西
市
山
倉
神
社
―
宗
像
市
城
野
国
広
―
福
岡
市
園
田
真
希
一
金
一
封

宮
司
鈴
木
千
秋
一
宗
像
市
恒
松
隆
一
福
津
市
安
部
方
志
―
宗
像
市

冑
叫
冑
冑
゜
｀

□[
土
。
エ
呻

、
ー
＿
宗
像
市

（
株
）
篠
崎
建
設
一
七
、
0
0
0
円
ー
宇
美
町
田
代

（
株
）
田
畑
建
設
ー
福
岡
市
中
村
太
郎
一
岡
山
市
森
本
信
教
―

宗
像
市
（
株
）
日
新
建
設
ー
五
、
0
0
0

円
一
北
九
州
市
（
株
）
サ
イ
テ
ッ
ク
＿

―
岩
瀬

松
本
組
建
設
（
株
）
一
明
石
市
喜
田
進
也
一
武
石
恭
典
一

宗
像
市
太
田
可
愛
＿
小
郡
市
井
上
美
枝
子
―
北
九
州
市
西
田
裕
一
―

＿
大
森

宗
像
市
（
布
）
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ご
金
沢
市
―
熊
本
市
大
橋
朱
佳
ー

楠
原

藤
原
嗣
泰
一
藤
田
戦
略
研
究
会
会
員
一
同
一
熊
本
市
緒
方
利
光
―

横
浜
市
伊
勢
山
皇
大
神
宮
ー
藤
田
賢
次
一
熊
本
市
堀
尾
直
一
多
田

宮
司
池
田
正
弘
一
北
九
州
市
加
藤
真
義
一
久
留
米
市
江
崎
愛
一
豊
福

五
0
、

0
0
0
円
ー
北
九
州
市
千
葉
貴
文
一
久
留
米
市
木
村
洋
子
―
p

u

宇
部
市
宮
崎
正
隆
一
北
九
州
市
藤
原
英
典
一
神
戸
市
宇
都
宮
清
浩
一

h
u

江
南
市
杉
山
善
信
一
札
幌
市
杉
村
隆
史
ー
広
陵
町
吉
村
幸
子
一
肩
丑

宗
像
市
オ
フ
ィ
ス

T
.I
.A

一
渋
谷
区
土
谷
抄
織
一
さ
い
た
ま
市
山
下
リ
エ
ー
廣
橋

一
新
宿
区
渡
邊
康
弘
ー
佐
々
町
藤
永
雅
之
一
廣
橋
正和征隆 砂智妙照洋 雅安
道子義司博江子子夫子誠義雄

福
野阿津
村部市

閂
一

郎勝

吉山宗宗宗松訟深広
武路岡岡岡本越田橋

哲良富幸正信瀧
雄子誠男治三吾正子

鎮
国
寺
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·ーアのわ卜乗府たの碑に日
な目につ潜も潜が至清佐
いをよて水の水ある．世

日賢且贔 9 畠息り、塁』塁
の｀水同る航碑の力‘山

七は地艦慰゜空の合ら海
型世内は霊佐母上葬太軍
潜界でり碑世艦に碑乎墓
水にひフの保を石、洋地

_;呻門盪架艦_雫--'--—••■··!9-引［量’←類きッに守せり人争は
艦もとレ上鎮乗造個戦に
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五十年てたで郎 息こ魚力排か造の る名艦戦二
十九十‘日はのわ不の雷二水らさ海海゜の＝争十
六年六昭本‘--,が明艦発十量一れ軍大 霊干期分
隻五隻和潜大潜国とは射三一八た充七 を―間の
よ＋千よ羹塁虐篇竺畠管 k！互百嘉胄胃 囮属四る
計五八年は戦入水て沈貴艦 5 でで画昭 て将頁石
一隻芽三事争門艦閾没し首tあイで和 輩岳失碑
嘔三干隻警盃元菜゜哀て芸扇歪t』贔 凹豆 K よ
隻十塩＋含失合俣 し羞、門上基六が年 と九潜東
と年そ七めしー滋 消。の速準号建度 あー水亜

.................................................................................................................................................................................................................. 

ら十太 子黄昭三ぎ海左レ一言三型十よ艦大 な
‘巻平光ー島和七しの手リ画つ十式八ば七七パつ

~;:合＄与i篇甘胃且↓且芯盈が贋悶蓼巴う芯
七見 の；戦年水は召個が潜るで建ィ゜略はレ召
〇て竺--, ：死三艦早さ人あ水摩の造ー海し海ツ

闊悶冨： ＇｀｀；夏：口；｀ 区，与晶親悶閾ぇ 9 息嘉悶言言霊詈嬰こ ヽ塁（：：：｛j
.................................................................................................................................................................................................................. 

城敗海和に履も とて艦島四撃月のはが手丸と撃
‘を戦十加 石航な沈フ近十し―一回手の‘白の
加喫で七賀塁造空つ没イ海五て干艦天を回艦ぃ写
賀し亙壁厨海の母芯とオ‘に年いーと特振天橋ぺ真
蒼た母什龍の空艦るぁガぉ二る日し別ぞ上輩；閾

不をヨ龍龍海四のの防母雲。るンい月゜硫て攻ぃにをでっし能大 l は翠塁零；繋全茎襲 ｀畠てi雷盆元胃歪鼻虐胃だ
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飛た行ゥ空、 てェ。後い上 三っ駆硫でに年 七兵、日七
龍 動ン母飛赤惨 l 昭方るに 月け逐黄は出二墜 o 士左ノ〇
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

七三長 だ霊とだのとん官 の＝い幹に帽調後争沈長沈損も
±+—飛祈安こが後どの 碑は て部山を‘一画ん加゜害米

言四口胃＄象占：をもり悶｛；贋貸塁累旦皇讐腐賢ぢ靡嬰頑霊
0 : t t塁；差そt差全『屡皇条斑 9 贋盃斑；ぎ墨因限磁四
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機速＼いと地なほぃ日た口 知い栓僚、に色督頃と贔1 っ受

る にわし のく司 っるを、中飛のの、共 てけ
数力全。たみずいそこさ令 た。抜艦央行色最戦に艦自大
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北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

一
瞬
の
光
と
音
の
三
時
間
秋
田
の
花
火
に
夏
も
終
り
ぬ
[

緊
張
感
と
昂
揚
感
が
初
句
・
ニ
句
に
簡
る
。
結
句
は
作
者
の
身
に
引
き
つ
け
「
わ
が
夏
終
わ
る
」
に
。
i

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

墨
壺
あ
り
金
床
あ
り
て
木
挽
な
る
亡
父
の
思
考
は
い
ま
も
離
れ
ず
[

一
道
具
の
名
が
効
い
て
い
る
。
四
・
五
句
〈
父
の
思
い
出
わ
れ
に
は
身
近
〉
な
ど
と
し
て
も
良
い
。
[

宗
像
市
日
の
里
軍
神
荒
戸
ケ
イ
コ
i

汝
の
服
は
身
を
包
む
の
は
吾
の
前
に
パ
リ
の
シ
ャ
ネ
ル
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
一

一
毎
月
ブ
ラ
ン
ド
名
の
入
っ
た
似
た
歌
を
出
さ
れ
て
い
る
が
、
発
想
の
違
う
歌
に
挑
戦
し
て
。
[

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

宇
佐
宮
に
二
礼
四
拍
手
清
々
し
猛
暑
日
の
午
後
息
子
と
祈
れ
り
i

宇
佐
宮
の
参
拝
の
作
法
を
詠
み
込
み
興
味
深
い
一
首
。
二
句
〈

S

し
〉
、
結
句
〈
子
と
詣
で
来
て
〉
。
[

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一

コ
ッ
プ
一
杯
の
み
て
出
で
来
し
芝
の
上
も
ぐ
ら
君
か
な
黒
土
上
ぐ
る
[

楽
し
い
気
分
の
歌
、
飲
ん
だ
も
の
が
水
か
酒
か
で
背
景
の
時
間
[

一
ゃ
様
子
が
変
わ
る
の
で
分
か
る
よ
う
に
。
~

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
[

宇
宙
ヘ
一
直
線
に
延
び
て
ゆ
く
真
綿
色
し
た
飛
行
機
震
は
[

二
霊
ら
ず
の
初
句
を
〈
宇
宙
ま
で
〉
と
。
発
想
も
〈
真
綿
色
〉
も
良
い
の
で
リ
ズ
ム
に
気
を
配
っ
て
。
i

宗
像
市
多
濡
早
川
祥
三

百
越
え
て
残
り
し
祖
父
の
骨
寡
黙
頑
固
一
徹
憲
兵
の
ま
ま
[

＂
祖
父
の
人
柄
が
良
く
分
か
る
。
〈
百
を
超
え
頑
固
一
徹
憲
兵
の
ま
[

＂
ま
で
逝
き
た
り
寡
黙
な
り
し
祖
父
〉
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

ゆ
っ
た
り
と
発
ち
し
フ
ェ
リ
ー
が
沖
さ
し
て
速
度
上
げ
た
り
紬
が
上
が
る
[

フ
ェ
リ
ー
が
速
度
を
上
げ
る
と
紬
が
上
が
る
と
、
発
見
の
歌
。
[

三
句
は
助
詞
を
い
れ
〈
沖
を
さ
し
〉
に
。
一

口
' 宗

像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

-5 俳
句

咋
r
品
集

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

た
か
き
石
の
は
や
し
の
あ
ひ
の
公
園
の
石
に
彫
ら
れ
た
る
「
故
郷
」
の
歌
詞

の
を
多
用
し
結
句
の
歌
詞
に
収
束
す
る
構
成
。
石
の
重
な
り
が
気
に
な

い
し
ぷ
み

一
る
の
で
〈
公
園
の
石
柱
林
立
す
る
あ
ひ
の
碑
に
彫
る

S
〉
な
ど
と
し
て
は
。

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

と
げ
や
毒
自
身
を
護
る
植
物
の
「
脳
は
ど
こ
よ
」
と
問
ひ
つ
つ
に
見
る

一
、
一
意
外
性
の
あ
る
展
開
が
魅
力
。
初
句
に
は
助
詞
を
入
れ
〈
ー
を
〉
、
結
句
〈
問
ひ
な
が
ら
見
る
〉
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

玄
海
と
ち
が
ふ
七
尾
の
朝
の
湾
加
賀
屋
の
窓
よ
り
見
渡
し
て
を
り

良
い
旅
を
し
た
作
者
。
七
犀
の
海
と
玄
界
の
風
景
の
逼
い
の
碑
写
が
鉱
し
い
。
加
四
犀
の
歌
も
別
に
諒
ん
で
は
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

犬
小
屋
を
捨
て
切
ら
ず
に
ゐ
て
月
の
夜
は
躇
る
ご
と
き
黒
き
影
見
ゆ

犬
小
屋
の
影
に
愛
犬
の
姿
を
見
る
作
者
だ
ろ
う
。
二
句
は
〈
捨
て

，
き
れ
ず
ゐ
て
〉
結
句
〈
そ
の
影
を
見
る
〉
と
し
た
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

サ
ー
ク
ル
の
帰
り
の
挨
拶
ご
き
げ
ん
よ
う
朝
の
ド
ラ
マ
の
言
葉
を
真
似
る

＇
美
輪
明
宏
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
。
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
を
括

一
弧
に
入
れ
、
結
句
は
〈
ー
を
借
り
て
〉
と
し
て
は
。

宗
像
市
青
葉
台
山
下
奈
美
か
し
わ
で

親
姿
横
目
に
見
つ
つ
頭
下
げ
子
ら
の
拍
手
ふ
た
え
に
響
き

大
人
を
真
似
な
が
ら
お
参
り
す
る
幼
児
の
姿
が
可
愛
い
。
初
句

は
〈
両
親
を
〉
と
。
結
旬
は
〈
重
な
り
響
く
〉
に
。

◆
選
者
詠

さ
び
し
さ
は
指
に
は
じ
ま
る
鱗
ご
と
こ
の
し
ろ
の
皮
ぞ
つ
く
り
と
剥
ぎ

人
な
れ
ば
定
年
迎
ふ
る
こ
ろ
ほ
ひ
の
洋
梨
む
け
ば
湧
泥
の
果
汁

宗
像
市
多
濃
早
川
祥
三

こ
く
り
こ
く
り
と
添
い
寝
す
る
団
扇
風

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

塀
に
咲
く
朝
顔
清
し
堰
に
挿
す

宗
像
市
武
ま
丸
白
土
凌

名
月
や
す
す
き
の
門
よ
り
だ
ん
ご
か
な

所
〒
八
―
一
［
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

口
"
t
l
J
□
日
ロ

秋
。
毎
年
こ
の
時
期
、
境
内
は
菊
花
と
、
晴

れ
着
に
身
を
包
ん
だ
七
五
三
詣
の
子
供
た
ち

で
彩
ら
れ
ま
す
。
祈
願
を
終
え
る
と
、
菊
花

を
背
景
に
家
族
写
真
を
撮
る
姿
が
目
に
と
ま

り
ま
す
。
親
が
撮
影
し
た
写
真
、
映
像
を
、

子
供
た
ち
は
何
年
、
何
十
年
後
か
に
目
に
し
、

そ
の
時
の
様
々
な
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
の
で

し
ょ
う
了
現
在
、
境
内
で
開
催
中
の
菊
花
展

は
「
昭
和
の
大
造
営
」
の
奉
祝
行
事
と
し
て

始
ま
り
、
今
年
で
四
十
四
回
を
数
え
ま
す
。

＿
体
ど
れ
だ
け
の
人
々
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て

き
た
の
か
。
今
年
も
多
く
の
皆
様
の
思
い
出

の
＿
ペ
ー
ジ
に
刻
ん
で
頂
け
れ
ば
…
。
菊
花

の
見
頃
は
十
＿
月
前
半
で
す
。
（
鈴
）

一99叶沼油-

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社月命日祭

午前11 時～
総社祭、浦安舞奉奏

......................................... 

3日明治祭
午前10時～

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
つきとみ

15日月次祭併七五三祭
午前10時～
総社祭・高宮祭、第二宮・第三宮祭

···•·••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
23日新嘗祭
午前11 時～
豊栄舞奉奏

••••••••••••••••••••• 




